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	応用
	抗原情報
	背景
	ESCRT-I 複合体の成分で、小胞輸送プロセスの調節因子です。ユビキチン化されたカーゴタンパク質に結合し、エンドサイトーシスでユビキチン化されたカーゴを多小胞体 (MVB) に仕分けるために必要です。ESCRT-0 と ESCRT-I 複合体の結合を仲介します。細胞質分裂の完了に必要であり、この機能には CEP55 が必要です。ESCRT-I 複合体の成分で、小胞輸送プロセスの調節因子です。ユビキチン化されたカーゴタンパク質に結合し、エンドサイトーシスでユビキチン化されたカーゴを多小胞体 (MVB) に仕分けるために必要です。ESCRT-0 と ESCRT-I 複合体の結合を仲介します。細胞質分裂の完了に必要であり、この機能には CEP55 が必要です。細胞の成長と分化に関与している可能性があります。負の成長調節因子として機能します。多くのウイルスの出芽に関与し、後期出芽モチーフP-[ST]-A-Pを含むウイルスタンパク質との相互作用を介して関与する。この相互作用は、多くのレトロウイルスのウイルス粒子の出芽に必須である。SDCBP、CD63、シンデカンのエクソソーム放出に必須である（PubMed:22660413）。また、エクソソームとは異なる微小小胞の細胞外放出にも関与している可能性がある（PubMed:22315426）。
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	TSG101抗体（1:1000希釈）を使用したK562、ラット脳、C6、3T3、Hela細胞溶解物中のTSG101のウエスタンブロット検出。

